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ケーススタディ: 森林組合おわせにおける衛星携帯電話導⼊による安全管理と連絡⼿段の強化 

背景 

森林組合おわせは、林業従事者の安全確保と効率的な作業環境の提供を⽬的として、森林管理において
さまざまな取り組みを⾏っています。⽇本の⼭間部や森林地帯では、携帯電話の電波が届かない地域が多
く、林業従事者が緊急時に連絡できる⼿段の確保が重要な課題となっています。特に、遠隔地で作業を⾏う
ことが多い林業従事者にとって、突発的な事故や怪我に備えるために常に連絡を取れる⼿段が必要です。 

課題 

1. 通信環境の不⾜ 
森林地帯では、⼭間部や深い森の中で作業を⾏うため、携帯電話の電波が届かない場所が多く、
万が⼀の事故やトラブル発⽣時に迅速な連絡ができないという課題がありました。 

2. 安全管理の強化 
作業が危険を伴うことが多いため、林業従事者が常に連絡できる状態を保ち、安全管理を強化する
ことが求められていました。特に作業中の緊急時に即座に対応できる⼿段が必要でした。 

3. 効率的なコミュニケーションの確保 
作業現場は広範囲にわたるため、複数の作業員間で迅速に情報を伝える⼿段が必要でした。通信
⼿段が限られる環境下で、迅速かつ正確な連絡が求められました。 

ソリューション: 衛星携帯電話の導⼊ 

森林組合おわせは、これらの課題に対応するために、Globalstar の衛星携帯電話を導⼊しました。特に、衛
星携帯電話は携帯電話などの地上系通信インフラが整備されていない地域でも利⽤可能であり、⼭間部や
遠隔地での作業に最適なツールです。2022 年より、同組合は複数台の衛星携帯電話を導⼊し、森林管
理の現場で作業する林業従事者の連絡⼿段として活⽤しています。 

これにより、林業従事者はどこでも、どんな環境でも安定した通信が可能となり、緊急時にも迅速に連絡を取
り合うことができるようになりました。 

衛星携帯電話の活⽤⽅法 

1. 緊急時の迅速な連絡 
衛星携帯電話は、地上系通信インフラが届かない場所でも衛星経由で通話ができるため、万が⼀
の事故やトラブル発⽣時に、作業員同⼠や管理者との連絡が即座に⾏えるようになりました。これに
より、緊急時の対応速度が格段に向上し、安全性が⾼まりました。 
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2. 作業員間の効率的な情報共有 
作業が広範囲にわたるため、作業現場の異なる場所にいる作業員間で、リアルタイムで情報のやり
取りができるようになりました。これにより、効率的な作業が進⾏し、作業の進捗や問題点について迅
速に共有できるようになりました。 

3. コミュニケーションの確保 
遠隔地で作業をする場合でも、衛星携帯電話を使うことでいつでもどこでも連絡が取れる状態を保
ち、コミュニケーションの断絶を防ぎました。作業中に予期せぬ問題が発⽣した場合でも、現場から本
部への連絡が可能となり、適切な指⽰を受けることができます。 

成果と効果 

1. 安全性の向上 
衛星携帯電話の導⼊により、林業従事者の安全管理が強化されました。作業中に連絡⼿段が確
保されることで、万が⼀の事故発⽣時にも速やかな対応が可能となり、作業員の安全が守られる環
境が整いました。 

2. 効率的な作業運営 
作業現場が広範囲に分散している中でも、リアルタイムで情報を共有できるようになり、作業の効率
化が進みました。情報伝達がスムーズになったことで、作業の進捗確認や問題の早期発⾒が可能と
なりました。 

3. 作業員の安⼼感の向上 
衛星携帯電話を使うことで、作業員は常に連絡が取れる状態で作業に集中できるようになり、安⼼
して業務に取り組むことができるようになりました。特に過酷な環境下での作業において、この安⼼感
は⾮常に重要です。 

4. 運⽤の簡便さ 
衛星携帯電話は簡単に使⽤でき、特別な技術的な準備なしに運⽤を開始できるため、森林組合
おわせの業務負担を軽減しました。導⼊から運⽤までの過程がスムーズで、迅速に実施することがで
きました。 

5. コスト効率 
衛星携帯電話の導⼊にかかるコストは⽐較的低価格で、⽉額数千円程度で利⽤できるため、予算
内での導⼊が可能となり、経済的な負担を抑えつつ、必要な通信環境を整備することができました。 

結論 

森林組合おわせは、衛星携帯電話を活⽤することによって、林業従事者の安全性を⼤幅に向上させ、効率
的な作業運営と安⼼感を提供することができました。衛星携帯電話の導⼊により、通信環境が整備されてい
ない場所でも安定した連絡⼿段を確保でき、作業現場の管理体制が⼤きく改善されました。さらに、コストパ
フォーマンスにも優れ、⼤規模なシステム導⼊なしで⼿軽に運⽤できた点も⼤きなメリットです。 
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今後、同組合はさらに多くの作業現場で衛星携帯電話を活⽤し、林業従事者の安全管理と作業の効率化
を進めていくことでしょう。 

 

森林組合おわせについて︓ 
森林組合おわせは、三重県北牟婁郡紀北町に本拠を構える地域密着型の森林管理・林業⽀援団体で
す。地域の森林資源を最⼤限に活⽤し、持続可能な森林経営を⾏うことを⽬的としています。主な事業内
容には、森林の整備・育成、伐採作業、林業資材の供給、林道整備などがあり、地元経済の発展に貢献し
ています。(http://www.owase.or.jp/home/) 

 

Globalstar(グローバルスター)について︓ 
Globalstar は、⽶国に本社があるモバイル衛星携帯電話・データ通信サービスのリーディングカンパニーです。

政府、緊急事態管理、海洋、伐採、⽯油＆ガス、アウトドアレクリエーションなど世界中の様々な業界の顧客

は、よりスマートで迅速なビジネスをおこなうためにグローバルスターを活⽤しています。グローバルスターのデータ

通信ソリューションは、さまざまな資産および個⼈追跡、データ監視、SCADA および IoT アプリケーションに

最適です。当社の製品群には、衛星携帯電話、⾰新的な衛星ホットスポット(Sat-Fi)、シンプレクスおよびデ

ュプレックス対応衛星データモデム、トラッキングデバイスおよびサービスパッケージが含まれます。

(https://www.globalstar.co.jp/) 

 

 


